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A Research and Development of Steering Vibration System for Presenting Road Surface
Condition with High-Frequency Vibration
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	１．まえがき
	2020年の交通事故死者数2500人未満を達成した後、交通事故死者数ゼロの実現に向けた技術として、本研究成果をあらゆる車両へ適用することが社会的なニーズとしてあげられる。
	本研究の目的は、路面状態をドライバーへ正確に伝えるためのインターフェースとして、ドライバーの視認行動を伴わない、高周波数の振動によるステアリング振動システムの技術を確立することである。そのため、以下3点に取り組んだ。
	1) 路面状態を把握するための振動方法および振動パターンの検討
	2) ステアリング内への振動子の搭載方法の検討
	3) ドライビングシミュレータ上で、ステアリング振動システムを用いた路面状態の伝達による運転行動の変化の観点での妥当性検証
	２．研究開発内容及び成果
	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取組
	４．むすび
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